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一
国
の
首
相
を
経
験
し
た
人
物
だ
け
あ
り
、
Ａ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
際
連
合
事
務
総
長
の
発
言
は
絶
妙
で
あ
り
、
今
年
七
月

に
地
球
温
暖
化
で
は
な
く
地
球
沸
騰
化
の
時
代
が
到
来
す
る
と
発
言
、
危
機
の
切
迫
を
世
界
に
訴
求
す
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。
実
際
に
産
業
革
命
以
前
と
比
較
し
て
、
地
球
の
平
均
気
温
が
一
・
五
度
上
昇
す
る
年
限
が
最
近
で
は
二
〇
五
〇
年
よ

り
大
幅
に
前
倒
し
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
様
々
な
手
段
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
一
例
が
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
ー
（
生
物
の
模
倣
）

で
あ
る
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
飛
行
機
械
の
開
発
の
た
め
鳥
類
の
飛
翔
を
研
究
し
た
手
稿
を
記
録
し
て
い
る
し
、
一
八
五
一
年

の
大
博
覧
会
の
た
め
に
Ｊ
・
パ
ク
ス
ト
ン
が
設
計
し
た
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
の
鉄
骨
構
造
は
オ
オ
オ
ニ
バ
ス
の
葉
脈
の
模
倣

で
あ
る
。 

 

人
類
の
歴
史
は
最
初
の
祖
先
と
さ
れ
る
猿
人
か
ら
計
算
し
て
も
約
八
〇
〇
万
年
で
あ
る
し
、
現
在
の
人
類
の
直
系
の
祖
先

で
あ
る
新
人
は
二
〇
万
年
程
度
の
歴
史
し
か
な
い
。
一
方
、
両
生
類
は
四
億
年
、
哺
乳
類
は
三
億
年
な
ど
桁
違
い
の
時
間
を

地
球
で
生
息
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
様
々
な
変
化
を
経
由
し
て
き
た
自
然
環
境
へ
の
適
応
能
力
も
人
間
以
上
に
高
度
で
あ

る
。 

 

こ
れ
ま
で
も
人
間
は
生
物
の
特
徴
や
行
動
を
参
考
に
生
活
を
発
展
さ
せ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
「
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
ー
」
と

い
う
学
問
体
系
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
は
意
外
と
最
近
で
、
ア
メ
リ
カ
の
林
学
分
野
の
学
者
Ｊ
・
ベ
ニ
ュ
ス
が
一
九
九
七
年

に
出
版
し
た
『
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
ー
・
自
然
に
触
発
さ
れ
る
技
術
革
新
』（
邦
訳
は
『
自
然
と
生
体
に
学
ぶ
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ

ー
』
）
で
あ
る
。 

 

ベ
ニ
ュ
ス
は
参
考
と
す
る
段
階
を
「
形
態
」「
機
能
」「
組
織
」
に
分
類
し
て
い
る
。「
形
態
」
の
模
倣
の
一
例
は
Ｇ
・
メ
ス

ト
ラ
ル
が
散
歩
中
に
ズ
ボ
ン
に
付
着
し
た
オ
ナ
モ
ミ
の
果
実
を
参
考
に
発
明
し
た
ベ
ル
ク
ロ
で
あ
り
、
時
速
三
〇
〇
キ
ロ
で

運
行
す
る
新
幹
線
五
〇
〇
系
列
車
の
先
頭
の
形
状
は
わ
ず
か
な
抵
抗
で
水
中
に
突
入
す
る
カ
ワ
セ
ミ
の
ク
チ
バ
シ
を
参
考

に
し
て
い
る
。 

 

生
物
の
保
有
す
る
「
機
能
」
の
模
倣
も
数
多
く
存
在
す
る
。
コ
ウ
モ
リ
が
高
周
波
帯
の
音
波
を
発
生
し
て
エ
サ
を
捕
捉
す

る
能
力
を
参
考
に
し
た
レ
ー
ダ
ー
は
古
典
で
あ
り
、
シ
ロ
ク
マ
の
中
空
の
体
毛
が
極
寒
の
極
地
で
も
保
温
効
果
が
あ
る
こ
と

を
参
考
に
し
た
繊
維
が
開
発
さ
れ
、
極
細
で
も
高
度
な
張
力
の
あ
る
ク
モ
の
繊
維
を
参
考
に
し
た
「
ス
パ
イ
バ
ー
」
も
日
本

で
発
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
人
類
が
直
面
し
て
い
る
環
境
問
題
に
対
応
す
る
の
が
「
組
織
」
の
段
階
で
あ
る
。
人
間
社
会
で
は
大
量
の
廃
棄
物

が
発
生
し
て
お
り
、
日
本
で
は
年
間
四
三
〇
〇
万
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
排
出
さ
れ
、
そ
の
処
理
に
約
二
兆
円
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
人
間
を
除
外
し
た
生
物
社
会
で
は
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
廃
棄
物
も
循
環
構
造
に
組
み
込
ま
れ
て
役

立
っ
て
い
る
。 

 

完
全
な
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
ー
で
は
な
い
が
、
熱
帯
地
域
に
浸
透
し
て
い
る
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
は
「
組
織
」
の
一
例

で
あ
る
。
森
林
を
皆
伐
し
て
農
地
に
せ
ず
、
森
林
の
所
々
に
人
間
に
役
立
つ
作
物
を
植
栽
し
、
森
林
を
維
持
し
な
が
ら
作
物

を
育
成
す
る
農
法
で
あ
る
。
短
期
で
は
土
地
あ
た
り
の
収
穫
は
十
分
で
は
な
い
が
、
自
然
を
長
期
に
維
持
し
た
ま
ま
作
物
を

確
保
で
き
る
。 

 

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
概
念
を
提
唱
し
た
ア
メ
リ
カ
の
学
者
Ａ
・
ケ
イ
に
「
物
事
は
視
点
が
結
果
の
八
割
を
決
定

す
る
」
と
い
う
名
言
が
あ
る
。
問
題
を
検
討
す
る
視
点
に
よ
り
結
果
の
八
割
は
決
定
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の

言
葉
を
援
用
す
れ
ば
、
切
迫
し
て
く
る
沸
騰
す
る
地
球
へ
の
対
策
を
人
間
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
生
物
の
視
点
か
ら
検
討

す
れ
ば
、
解
決
が
見
出
せ
る
は
ず
で
あ
る
。 


